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二

事
業
計
画
の
変
更
に
よ
り
新
た
に
個
別
利
用
区
が
定
め
ら
れ
た
場
合

当
該
事
業
計
画
の
変
更
の
公
告
又
は

当
該
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
公
告

三

事
業
計
画
の
変
更
に
よ
り
従
前
の
施
行
地
区
外
の
土
地
が
新
た
に
施
行
地
区
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
個

別
利
用
区
の
面
積
が
拡
張
さ
れ
た
場
合

当
該
事
業
計
画
の
変
更
の
公
告
又
は
当
該
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可

の
公
告

２

前
項
の
申
出
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
申
出
を
す
る
者
以
外
に
、
当
該
申
出
に
係
る
宅
地
に
つ
い
て
借
地
権
そ
の
他
の
土
地
を
使
用
し
、
若
し

く
は
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
（
地
役
権
を
除
く
。
以
下
「
使
用
収
益
権
」
と
い
う
。）を
有
す
る
者
又
は

当
該
宅
地
に
存
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
所
有
権
若
し
く
は
借
家
権
を
有
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者

の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

当
該
申
出
が
、
施
行
地
区
内
に
現
に
存
す
る
建
築
物
の
う
ち
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
存
置
し
、

又
は
移
転
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

容
積
率
及
び
建
築
面
積
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
施
行
地
区
に
係
る
高
度
利
用
地
区
等
に
関
す
る
都
市
計
画

に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
容
積
率
の
最
低
限
度
及
び
建
築
物
の
建
築
面
積
の
最
低
限
度
を
超
え
る
も

の
と
し
て
規
準
、
規
約
、
定
款
又
は
施
行
規
程
で
定
め
る
数
値
以
上
で
あ
る
建
築
物

ロ

建
築
基
準
法
第
三
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物

ハ

公
衆
便
所
、
巡
査
派
出
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
建
築
物
で
、
公
益
上
必
要
な
も
の

ニ

学
校
、
駅
舎
、
卸
売
市
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
公
益
上
必
要
な
建
築
物
で
、
建
築
基
準
法
第
五
十
九

条
第
一
項
第
三
号
、
第
六
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
又
は
第
六
十
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
許

可
を
受
け
た
も
の

三

当
該
申
出
に
係
る
宅
地
の
地
積
が
、
当
該
宅
地
に
対
応
し
て
権
利
変
換
計
画
に
お
い
て
前
号
に
規
定
す
る
建

築
物
を
存
置
し
、
又
は
移
転
す
る
の
に
必
要
な
面
積
以
上
の
規
模
の
宅
地
を
与
え
る
よ
う
に
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
し
て
規
準
、
規
約
、
定
款
又
は
施
行
規
程
で
定
め
る
規
模
以
上
で
あ
る
こ
と
。

３

施
行
者
は
、
第
一
項
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
期
間
の
経
過
後
遅
滞
な
く
、
第
一
号
に
該
当

す
る
と
認
め
る
と
き
は
当
該
申
出
に
係
る
宅
地
の
全
部
に
つ
い
て
権
利
変
換
計
画
に
お
い
て
当
該
宅
地
に
対
応
し

て
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
宅
地
と
し
て
指
定
を
し
、
第
二
号
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は

当
該
申
出
に
係
る
宅
地
の
う
ち
一
部
に
つ
い
て
当
該
指
定
を
し
、
他
の
宅
地
に
つ
い
て
申
出
に
応
じ
な
い
旨
を
決

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

権
利
変
換
計
画
に
お
い
て
、
第
一
項
の
申
出
に
係
る
宅
地
の
全
部
に
つ
い
て
当
該
宅
地
に
対
応
し
て
与
え
ら

れ
る
べ
き
宅
地
の
地
積
の
合
計
が
個
別
利
用
区
の
面
積
を
超
え
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
。

二

権
利
変
換
計
画
に
お
い
て
、
第
一
項
の
申
出
に
係
る
宅
地
の
全
部
に
つ
い
て
当
該
宅
地
に
対
応
し
て
与
え
ら

れ
る
べ
き
宅
地
の
地
積
の
合
計
が
個
別
利
用
区
の
面
積
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
と
き
。

４

施
行
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
又
は
決
定
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
に

対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

施
行
者
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
指
定
を
し
た
宅
地
（
以
下
「
指

定
宅
地
」
と
い
う
。）を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

施
行
者
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

７

次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
宅
地
又
は
同
項
若
し
く
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る

建
築
物
が
存
す
る
宅
地
に
つ
い
て
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
宅
地
の
公
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、
同
条
第
一
項

又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
な
か
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

８

施
行
者
が
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
組
合
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
最
初
の
役
員
が
選

挙
さ
れ
、
又
は
選
任
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
第
一
項
の
申
出
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
者

が
受
理
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
一
条
第
一
項
中
「
公
告
又
は
」
を
「
規
定
に
よ
る
公
告
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
若
し
く
は
認
可
の
公
告
」

の
下
に「（
第
六
項
に
お
い
て
「
施
行
認
可
の
公
告
等
」
と
い
う
。）又
は
前
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
」を
加
え
、

「
の
所
有
者
、
そ
の
宅
地
に
つ
い
て
」
を「（
指
定
宅
地
を
除
く
。）に
つ
い
て
所
有
権
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
土
地
」

の
下
に「（
指
定
宅
地
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
他
に
」
を
「
施
行
地
区
外
に
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
施
行
地
区

内
の
」
の
下
に
「
土
地
（
指
定
宅
地
を
除
く
。）に
存
す
る
」
を
加
え
、「
さ
ら
に
」
を
「
更
に
」
に
改
め
、
同
条
第
四

項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条

第
五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
つ
た

日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
、
施
行
認
可
の
公
告
等
が
あ
つ
た
場
合
又
は
新
た
な
施
行
地
区
の
編
入
に
係
る

事
業
計
画
の
変
更
の
公
告
若
し
く
は
そ
の
変
更
の
認
可
の
公
告
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
行
つ
た
第
一
項
又
は
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
一
条
第
七
項
中
「
、
第
三
項
又
は
前
二
項
の
」
を
「
又
は
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
」
に
改

め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

前
条
第
八
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
七
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
に
宅
地
、
借
地
権
又
は
」
を
「
の
宅
地
（
指
定
宅
地
を
除
く
。）若
し
く
は
そ
の

借
地
権
又
は
施
行
地
区
内
の
土
地
（
指
定
宅
地
を
除
く
。）に
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
有
す
る
」
の
下
に
「
同

号
の
」
を
加
え
、「
そ
の
」
を
「
そ
れ
ら
の
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
そ
の
価
額
」
を
「
そ
れ
ら
の
価
額
」
に
改

め
、
同
項
第
十
八
号
を
同
項
第
二
十
三
号
と
し
、
同
項
第
十
七
号
中
「
土
地
明
渡
し
」
を「
土
地
の
明
渡
し
」に
、「
及

び
工
事
完
了
」
を
「
、
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
の
整
備
工
事
の
完
了
の
予
定
時
期
及
び
施
設
建
築
物
の
建
築
工
事
の

完
了
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
六
号
を
同
項
第
二
十
一
号
と
し
、
同
項
第
十
五
号
中

「
第
四
号
」
の
下
に
「
、
第
九
号
」
を
加
え
、「
及
び
施
設
建
築
物
の
一
部
等
」
を
「
、
施
設
建
築
物
の
一
部
等
及
び

個
別
利
用
区
内
の
宅
地
」
に
、「
そ
の
帰
属
並
び
に
そ
の
」
を
「
そ
れ
ら
の
帰
属
並
び
に
そ
れ
ら
の
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
二
十
号
と
し
、
同
項
第
十
四
号
を
同
項
第
十
九
号
と
し
、
同
項
第
十
三
号
を
同
項
第
十
八
号
と
し
、
同
項

第
十
二
号
中
「
の
宅
地
若
し
く
は
」
を
「
の
宅
地
（
指
定
宅
地
を
除
く
。）若
し
く
は
こ
れ
に
存
す
る
」
に
、「
そ
の
価

額
」
を
「
そ
れ
ら
の
価
額
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
中
「
そ
の
」
を「
そ
れ
ら
の
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
六
号
と
し
、
同
項
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
七
号
中

「
施
行
地
区
内
の
」
の
下
に
「
土
地
（
指
定
宅
地
を
除
く
。）に
存
す
る
」
を
加
え
、「
さ
ら
に
」
を
「
更
に
」に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
六
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

七

指
定
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
を
有
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

八

前
号
に
掲
げ
る
者
が
有
す
る
指
定
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
及
び
そ
れ
ら
の
価
額

九

第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
前
号
に
掲
げ
る
指
定
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
に
対
応
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
の
明
細
及
び
そ
れ
ら
の
価
額
の
概
算
額

十

第
八
号
に
掲
げ
る
指
定
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
に
つ
い
て
担
保
権
等
の
登
記
に
係
る
権
利
を
有
す
る
者

の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
権
利

十
一

前
号
に
掲
げ
る
者
が
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
の
上
に
有
す
る
こ
と
と
な
る
権
利

第
七
十
三
条
第
二
項
中
「
宅
地
又
は
」
を
「
宅
地
（
指
定
宅
地
を
除
く
。）に
つ
い
て
所
有
権
又
は
」
に
改
め
、
同

項
た
だ
し
書
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
中
「
権
利
が
」
を
「
権
利
（
指
定
宅
地
に
係
る
も
の
を
除
く
。）が
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
建
築
物
に
」

を
「
建
築
物
（
指
定
宅
地
に
存
す
る
も
の
を
除
く
。）に
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
宅
地
を
」
を
「
宅
地
（
指

定
宅
地
を
除
く
。）を
」
に
改
め
る
。

第
七
十
四
条
第
一
項
中
「
及
び
施
設
建
築
敷
地
」
を
「
、
施
設
建
築
敷
地
及
び
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
」
に
改
め

る
。第

七
十
六
条
第
一
項
中
「
宅
地
」
の
下
に「（
指
定
宅
地
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
各
宅
地
」
の
下

に「（
指
定
宅
地
を
除
く
。）」
を
、「
施
設
建
築
敷
地
は
」
の
下
に
「
、
個
別
利
用
区
以
外
の
土
地
で
あ
つ
て
」を
加
え
、

同
条
第
三
項
中
「
の
宅
地
」
の
下
に「（
指
定
宅
地
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。
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